
 

 

発 日 監 第 ２ ８ 号 

平成２９年３月１７日 

 

日 南 町 長  増 原  聡   様 

日南町議会議長  村 上 正 広  様 

 

 

 

日南町監査委員 石川  賢 

 

日南町監査委員 近藤 仁志 

 

 

平成２８年度定期監査（第２回）の結果について 

 

地方自治法第１９９条第４項の規定により実施した監査の結果に関する報告を、同

法同条第９項の規定に基づき、次のとおり提出します。 

なお、同条第１２項の規定により、当該監査の結果に基づき又は当該監査の結果を

参考として措置を講じたときは、その旨を監査委員まで通知してください。 
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平成２８年度定期監査（第２回）の結果 

 

１．監査の期間 

平成２９年２月１３日、１４日 

 

２．監査を実施した事項 

平成２８年度（第２回）は、特に次の点について監査を行った。 

 

 

(１) 総務課 

・庁舎非常用電源設備蓄電池等交換修繕工事 

・マイクロバス購入 

・人権施策推進事業の進捗状況について 

 

(２) 企画課 

・Ｈ２８年度日南町観光振興業務委託料（観光パンフ制作等） 

・日南町チャレンジ企業支援補助金（起業支援）     

・日南町いきいき定住促進条例に係る補助金の交付状況について 

・青年結婚・ＵⅠターン促進事業における鳥取県西部地域振興協議会での取り組み

について 

 

(３) 住民課 

・日南町土地及び家屋台帳管理システム導入業務の進捗状況 

・名水ペットボトル化事業の進捗状況 

・再生可能エネルギー活用に関する各種助成事業の実績について 

・電気自動車充電設備の利用状況 

 

(４) 福祉保健課 

・簡素な給付措置及び障害遺族基礎年金受給者給付金システム改修委託 

・あかねの郷機械室改修工事（ミキシングバルブ、電動ボール弁修繕 ） 

 

(５) 保育園 

・嘱託職員等の勤務状況と賃金支払について 

 

(６) 農業委員会 

・農地利用最適化推進委員の活動状況について 
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(７) 農林課 

・旨い野菜の里づくり事業における各補助事業の執行状況 

・ワイヤーメッシュ柵購入 

・高性能林業機械（レンタル）の活用状況について 

・日南町原木価格安定対策事業執行状況 

 

(８) 建設課 

・日南町農林業生産基盤整備事業執行状況 

・【繰越】三吉地区斜面崩壊復旧事業測量設計委託業務 

・除雪ドーザ購入 

・国道１８３号矢戸地区歩道設置工事に伴う簡易水道施設移転工事   

 

(９) 教育課 

・日南小中学校ＩＣＴ機器購入事業 

・日南町総合文化センター火災報知機等設備改修工事【前回の継続】 

 

(１０) 日南病院 

・超音波骨密度測定装置購入 

・錠剤分包機購入 

・デジタルラジオグラフィー購入 

 

３．監査の範囲及び方法・結果について 

監査項目のうち工事関係及び委託関係事業については、事前に監査調書作成を求め

た。提出された監査調書の項目に基づき、担当課長・担当職員に説明を受け、監査委

員が起案文書、入札関連書類及び契約書類等の調査をするなどの方法により実施した。 

なお、監査調書作成を行わない監査項目については、事務事業の実施内容等を監査

委員が担当課長・担当職員から聞き取りをするなどの方法により実施した。 

監査の結果、おおむね適正に処理されているものと認められたが、次の事項につい

ては、改善の検討や適正処理をされるよう要望する。 

なお、指摘するには至らなかったが、監査を執行するなかで、改善・検討を要する

事項については、その旨指示した。 

 

(１) 競争原理の徹底と工夫を 

競争入札の必要性については、平成２７年度第１回定期監査においても指摘したと

ころであるが、依然として 1社による随意契約や指名しても応札がないなどの理由で

１社による契約があとをたたない。 

コンピュータシステムの改修や導入等、他の業者が入りにくいケース。また、医療

機械などのように使用者の意向がある場合。他に取り扱っている業者がいない場合

等々、現実には困難な状況があるのは理解できるし難しい事情もあると思うが競争の
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原理がはたらき、より経済的かつ合理的な契約が確保できるよう工夫、研究をしてい

ただきたい。 

 

(２) チャレンジ企業支援事業について 

本年度８件の補助事業申請が行われ、交付決定がなされている。いずれも３年以上

にわたり事業を継続し、その効果を見極めることとなっている。厳重にチェックし、

公金が適正、有効に使用され所期の目的を達成しているか確認するとともに、経営主

体に対する指導、助言等のフォローアップの強化を図っていただきたい。 

また、これらに類する補助金は平成２７年度以降でも、がんばる農家プラン、特産

品商品化実証事業、６次化農商工連携支援事業等、多種類にわたり多額の公金が支出

されている。 

それぞれの補助金が支払いっぱなしで終わることのないよう、その後の効果につい

て検証を徹底していただきたい。そして、住民から監査請求などがあった場合には、

いつでも開示、説明できるように常時整理しておかれたい。 

 

(３) 観光パンフレットの有効活用を 

観光振興対策の一環として町観光協会に委託して観光パンフレットの増刷、更新が

行われることになっている。このパンフレット（Ａ４版、６４ページ、フルカラー）

は８，５００部を４１９万円かけて３月中に発行されることになっている。立派なパ

ンフレットとなることを期待しているが、単価は１部５００円になる。 

これまでにも、さまざまなパンフレット類が数多く発行され、配布されているが、

これの活用方法については効果を十分に検討し、更なる有効活用を図っていただきた

い。 

 


